
診療ガイドライン

対象

介入

対照

エビデンス総体

アウトカム

研究
デザ
イン/
研究
数

バイ
アス
リス
ク*

非一
貫性
*

不精
確*

非直
接性
*

その
他(出
版バ
イア
スな
ど)*

上昇
要因
(観察
研
究)*

対照
群分
母

対照
群分
子

(％)
介入
群分
母

介入
群分
子

(％)

効果
指標
(種
類)

効果
指標
統合
値

信頼区間
エビデ
ンスの
強さ**

重要
性***

コメント

無・浸潤癌乳房内再発RCT/2 -1 0 0 0 0 0 1682 141 8.3 1693 115 6.8 RR 0.8 0.62 to 1.03 強(A) 9 有意差なし

無再発生存期間 RCT/2 -1 0 0 0 0 0 1930 273 14.1 1929 213 11 RR 0.75 0.62 to 0.91 強(A) 8 有意差あり

全生存期間 RCT/2 -1 0 0 0 0 0 1811 127 7 1782 149 8.4 RR 1.12 0.88 to 1.44 強(A) 7 有意差なし

治療関連有害事象(G
3,4)

RCT/1 0 0 0 0 0 0 890 38 5.4 891 48 4.2 RR 1.26 0.83 to 1.91 弱(C) 6
Grade 3.4(B-
24.1999)のみ

治療関連有害事象
(全）

RCT/1 0 0 0 0 0 1 890 328 36.4 891 381 42.7 RR 1.16 1.03 to 1.30 弱(C) 6
Grade all (B-24)の
み　有意差あり

医療費の増加 0 6 文献なし

RT省
略群

リスク人数（アウトカム率）

コメント（該当するセルに記入）

【4-7　評価シート　エビデンス総体】

非浸潤性乳管癌に対して術後内分泌
療法は推奨されるか？

温存術後の非浸潤性乳管癌 エビデンスの強さはRCTは"強（A）"からスタート、観察研究は弱（C）からスタート
* 各ドメインは"高（-2）"、"中/疑い（-1）"、"低（0）"の3段階
** エビデンスの強さは"強（A）"、"中（B）"、"弱（C）"、"非常に弱（D）"の4段階
*** 重要性はアウトカムの重要性（1～9）

内分泌療法

無治療



TAM vs. Placebo 参考

対側　浸潤癌発生

無再発生存期間

対側　DCIS発生

全生存期間

同側　DCIS再発

治療関連有害事象(Grade 3.4)

治療関連有害事象(Grade all)

無・浸潤癌乳房内再発



診療ガイドライン

対象

介入

対照

エビデンス総体

アウトカム

研究
デザイ
ン/研
究数

バイ
アス
リス
ク*

非一
貫性
*

不精
確*

非直
接性
*

その
他(出
版バ
イア
スな
ど)*

上昇
要因
(観察
研
究)*

対照
群分
母

対照
群分
子

(％)
介入
群分
母

介入
群分
子

(％)

効果
指標
(種
類)

効果
指標
統合
値

信頼区間
エビデ
ンスの
強さ**

重要
性***

コメント

無・浸潤癌乳房内再発 RCT/2 0 0 0 0 0 0 3027 44 1.4 2988 37 1.2 RR 0.85 0.55 to 1.32 強(A) 9 有意差なし

無再発生存期間 RCT/2 0 0 0 0 0 0 3027 337 11.1 2988 302 10.1 RR 0.89 0.75 to 01.05 強(A) 8 有意差なし

全生存期間 RCT/2 0 0 0 0 0 0 3027 124 4.1 2988 131 4.4 RR 1.07 0.83 to 1.37 強(A) 7 有意差なし

治療関連有害事象(G
3,4)
治療関連有害事象
(全）

RCT/2 0 0 0 0 0 1 3027 2602 86 2988 2540 85 RR 0.93 0.80 to 1.08 強(A) 6 有意差なし

医療費の増加 0 6 文献なし

RT省
略群

リスク人数（アウトカム率）

コメント（該当するセルに記入）

【4-7　評価シート　エビデンス総体】

非浸潤性乳管癌に対して術後内分泌療
法は推奨されるか？

温存術後の非浸潤性乳管癌 エビデンスの強さはRCTは"強（A）"からスタート、観察研究は弱（C）からスタート
* 各ドメインは"高（-2）"、"中/疑い（-1）"、"低（0）"の3段階
** エビデンスの強さは"強（A）"、"中（B）"、"弱（C）"、"非常に弱（D）"の4段階
*** 重要性はアウトカムの重要性（1～9）

内分泌療法(アロマターゼインヒビター）

（タモキシフェン）



TAM vs. AI

無再発生存期間

全生存期間

治療関連有害事象(Grade all)

無・浸潤癌乳房内再発
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